
Aloka　luminescence　reader　257

Aloka　luminescence　reader
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　本器はATPフォトメーターとも呼ばれている

がATP測定専用ではなく，Chemiluminescence

（化学発光）やBioluminescence　（生物発光）

が測定できる発光測定器である．近年，この研究

分野が注目され，特に，白血球の貧食作用におい

て活性酸素が放出する発光の測定に用いられ注目

されている．臨床検査機器としての将来性が期待

されていることから，既に数種の製品が市販され

ている1）．

測定原理

　光源や特殊な光学系は必要でない．発光反応で

放出される光子（photon）エネルギーを高感度な

光電子増倍管（PMT）で電子エネルギーに変換し

計測する．従って，測定器の性能はこの光電管の

性能にあると言っても過言でない．Alokaでは浜

松フォトニックスの光電管が用いられている。な

お，発光波長はATPとルシフェリン・ルシフェ

ラーゼ反応では550～600nrn，白血球一食におけ

るルミノール発光では420～550　nmとされている2）．

　測定される光子数は量子生成率と反応速度の積

で規定される．通常，量子生成率（quantum

yield）がO．　O　l以下であるため，測1定される光子数

は発生数の1／100個とれる．ATPの測定感度は

5x104モル前後である．

構成および構造3・4）

Aloka　B】LR－101，102，102Bでは測定器は本体

ボックスと検体バイアルを格納する測定室の温度

とバイヤル回転速度をコントロールするボックス

に分離してある（昨年，開発されたBLR－201（図

1）ではこれらが一体化されている）．

＊兵庫医科大学集中治療部

102Bのブロックダイヤグラムを図2に示した．
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図1Aloka　Luminescence　reader　BLR－201の

　　外観

sensitivityダイヤルはPMTの光電面にかかる高

電圧を調節し，強い入力では表示器がスケール

オーバーするのでこれを下げるのであるが，1～

1／1，000（微調整ダイヤル付き）の範囲で7段階

の感度が選択できる．なお，この電流は暗電流と

してノイズ発生源でもあり測定精度に大きく影響

する．しかし，本器ではこのバックグラウンド値

は自動的に減算されて表示される．

　waitingダイヤルによって試料室シャッター閉

鎖後の測定開始までの待ち時間を0秒，15秒ある

いは30秒に設定できる．integ．　timeダイヤルは

測定実行時間の指定であり，6～240秒の間で6

段階の設定が可能である．time　constant，　coun－

ting　rateは本体のレートメーターの特性を決定

する．
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図2　BLR－102Bのブロックダイヤグラム

　試料室の出入口は測定中，シャッターで閉鎖さ

れ暗室になっており，右下のスイッチcloseで閉

鎖され，同時に検体バイヤルとその下部の光電管

との間のシャッターが開く．

　本体の表示器は6桁で停止する．レコーダーへ

の出力端子を用いるとinteg。　timeの設定時間に

関係なく，積分値を連続記録できる，

　撹拝は試料バイヤルを左右へ反転回転させる．

モーターの回転速度，左右の回転時間を設定する．

　一方，BLR－201の特徴は検量線自動作成機能，

測定条件のプログラム（プロトコル機能），各種

の測定モード，繰り返し測定など種々の機能が内

蔵されたことである．ただ，撹拝条件が自由に選

択できなくなった，多少不満が残るかも知れない．

使用上の問題点

　幾つかの間題があるかも知れないが，実際に使

用した感想をまとめてみた．

　（1）本体表示器のカウント数（積分値）だけでは

反応のどの部分を測定したのか不確かであり，全

反応経過を記録するレコーダーが（アナログ，デ

ィジタルとも）が不可欠である、

　（2）故障はほとんど無い．BLR－101，102では掩

非孚モーターの力が若干弱い．暗室内を汚染すると

回転系の故障につながる．

　（3）測定中の遮光（暗室），温度調節には問題が

無い．しかし，測定途中の試料の添加にはシャッ

ターの開放，掩拝停止など反応を撹乱してしまう

ことが多い．

　（4）再現性は良好であるが，同一モデルでも個々

の機種によって測定値がしばしば異なるので，シ

リーズ測定の途中では測定器を変更しない方が得

策である．

　（5）ATP測定と貧食反応では反応過程の測定部

位，データ処理が全く違う．また，検体の撹搾（回

転）法については102と201でも，外国製の測定器

でも異なるので，機種の選択にはこの点も吟味す

ることを勧める5）．
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